
154億628万円

歳入総額
88億

8,600万円

町税
32億5,539万円

（36.6％）

地方交付税
14億5,000万円

（16.3％）

国庫支出金
9億4,124万円

（10.6％）

県支出金
7億444万円
（7.9％）

町債
9億4,030万円

（10.6％）

その他
1億4,078万円（1.6％）

繰入金
5億1,323万円

（5.8％）　

県税交付金
4億6,300万円（5.2％）

分担金及び負担金
1億7,823万円

（2.0％）　

繰越金
1億5,000万円（1.7％）　

地方譲与税
8,000万円（0.9％）　

諸収入
6,939万円（0.8％）　

　

本
年
度
予
算
は
、「
ひ
び
き
あ
い

『
日
野
の
た
か
ら
』を
未
来
に
つ

な
ぐ
自
治
の
力
で
輝
く
ま
ち
」を

将
来
像
に
掲
げ
た
第
５
次
日
野

町
総
合
計
画
の
後
期
期
間
に
入

る
こ
と
や
、住
民
の
皆
さ
ん
の
視

点
に
立
ち
、日
々
の
暮
ら
し
を
応

援
で
き
る
よ
う
多
岐
に
渡
る
事

業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
予
算

と
な
っ
て
お
り
、平
成
８
年
度
の

98
億
９
千
４
５
５
万
円
に
次
ぐ
２

番
目
に
大
き
な
予
算
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、町
税
全
体
で
前
年

度
よ
り
約
３
千
４
５
０
万
円
増
の
、

32
億
５
千
５
３
９
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。町
民
税
で
は
法
人
町
民

税
が
税
制
改
正
な
ど
の
理
由
に
よ

り
減
額
、ま
た
、固
定
資
産
税
で
は

家
屋
の
新
増
築
や
企
業
の
設
備
投

資
に
よ
る
増
額
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込

み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
で
は
、普
通
交
付
税

で
13
億
５
千
万
円
と
、需
要
額
の
増

加
要
因
か
ら
前
年
度
よ
り
７
千
万

円
の
増
額
を
見
込
み
、特
別
交
付
税

と
合
わ
せ
て
総
額
14
億
５
千
万
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

歳　

入

会 計 名 平成28年度
予算額

平成27年度
予算額 伸び率

一 般 会 計 8,886,000 8,058,000 10.3％

特

別

会

計

国民健康
保険 2,545,051 2,459,267 3.5％

介護保険 1,860,033 1,792,898 3.7％

公共下水道
事業 870,872 871,459 ▲0.1％

後期高齢者
医療 241,175 244,485 ▲1.4％

農業集落
排水事業 192,915 211,566 ▲8.8％

簡易水道 13,763 13,162 4.6％

西山財産区 2,323 2,322 0.0％

企業会計 水道事業 794,157 727,821 9.1％

合 　 計 15,406,289 14,380,980 7.1％

平成28年度 各会計予算 （千円：％）

平成28年度 日野町 一般会計予算 88億8,600万円 （千円：％）
項　目 予算額 構成比 伸び率 項　目 予算額 構成比 伸び率

町　税 3,255,390 36.6％ 1.1％ 県税交付金 463,000 5.2％ 19.9％

地方交付税 1,450,000 16.3％ 5.1％ 分担金及び
負担金 178,227 2.0％ ▲2.3％

国庫支出金 941,238 10.6％ 14.4％ 繰越金 150,000 1.7％ 0.0％

町　債 940,300 10.6％ 73.3％ 地方譲与税 80,000 0.9％ 1.3％

県支出金 704,440 7.9％ 9.6％ 諸収入 69,395 0.8％ ▲20.2％

繰入金 513,226 5.8％ 26.0％ その他 140,784 1.6％ ▲10.6％

合　計 8,886,000 100.0％ 10.3％

平成28年度〈予算〉のあらまし

平成28年度 日野町 総予算

自治の力で輝く“まち”をめざして

　

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
で
は
、地

方
創
生
事
業
新
型
交
付
金
や
道
路

や
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
な
ど
の
整
備
に
伴
う
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
、安
心
し
て

出
産・育
児
が
で
き
る
た
め
の
地
域

子
育
て
支
援
事
業
補
助
金
等
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、財

源
不
足
が
生
じ
る
た
め
、必
佐
小
学

校
給
食
室
の
改
修
の
財
源
と
し
て

教
育
施
設
整
備
資
金
積
立
基
金
の

取
り
崩
し
の
ほ
か
、な
お
不
足
す
る

財
源
に
対
応
す
る
た
め
、財
政
調
整

基
金
３
億
２
千
万
円
の
取
崩
し
に

よ
る
繰
入
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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●人件費／町職員の給与、議員報酬、各種委員報酬などの費用です。
●扶助費／児童手当や生活保護、障害者・高齢者支援などの費用です。
●公債費／町の借入金の返済費用です。
●投資的経費／道路や公共施設の整備など、将来への投資費用です。
●物件費／公共施設の維持管理や事務費などの費用です。
●補助費等／消防やごみ処理など広域行政への負担金や自治会や団
体などへの事業補助などの費用です。

●繰出金／特別会計や企業会計への繰出金です。

●民生費／高齢者や体の不自由な方の福祉の充実や子育て支援など
の費用です。

●総務費／町の施設や財産の維持、戸籍・選挙・税金の徴収などの費
用です。

●教育費／学校教育や社会教育、歴史・文化と地域の発展やスポーツ
振興などの費用です。

●土木費／道路や河川、下水道などの整備の費用です。
●農林水産費・商工費／農林業や商工業の振興、観光の推進などの
費用です。

●町税／皆さんから町に納めていただく、町民税、固定資産税、軽自
動車税、たばこ税などの税金です。
●分担金及び負担金／行政サービスを利用した場合に、受益の程度
に応じて納めていただくお金です。
●町債／町の運営を行うために必要なお金を調達するための借入金
です。
●地方交付税／地方団体間の財源の不均衡を調整するために、国か
ら一定の基準により交付されるお金です。
●国庫支出金・県支出金／国や県から交付される補助金や委託金な
どです。

歳出総額
（目的別）

88億
8,600万円

歳出総額
（性質別）

88億
8,600万円

民生費
28億6,914万円

（32.3％）

土木費
9億5,203万円

（10.7％）

農林水産業費
5億5,126万円（6.2％）

公債費
6億1,061万円

（6.9％）

総務費
13億9,867万円

（15.7％）

衛生費
6億1,882万円

（7.0％）

教育費
13億2,385万円

（14.9％）

消防費
3億4,045万円（3.8％）

労働費
2,194万円

（0.2％）　

商工費
1億288万円（1.2％）　

予備費
100万円

（0.0％）　

議会費
9,535万円（1.1％）

人件費
15億7,909万円

（17.8％）

物件費
15億3,019万円 

（17.2％）

維持補修費
4,691万円 

（0.5％）

補助費等
13億5,288万
円 （15.2％）

公債費
6億1,061万円

（6.9％）

公債費
6億1,061万円

（6.9％）投資的経費
13億3,239万円 

（15.0％）

扶助費
14億5,508万円 

（16.4％）

●義務的経費
　36億4,478万円

●投資的経費
　13億3,239万円

●一般行政経費
　29億2,998万円

●その他経費
　9億7,885万円

繰出金
9億6,773万円

（10.9％）

その他の経費 
1,112万円 

（0.1％）

　

歳
出
で
は
、住
民
皆
さ
ん
の
日
々

の
暮
ら
し
を
応
援
で
き
る
よ
う
、生

活
に
身
近
な
分
野（
子
育
て
や
福
祉

の
充
実
、歴
史
・
文
化
と
地
域
の
発

展
、農
林
商
工
業
の
振
興
・
観
光
の

推
進
、生
活
基
盤
と
防
災
）に
重
点

施
策
を
定
め
、効
率
的
な
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、必
佐
小
学
校
給
食

室
の
改
修
、低
年
齢
児
を
対
象
と
し

た
保
育
所
あ
お
ぞ
ら
園
鎌
掛
分
園

歳　

出

用 語 の 解 説

歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

※注：円グラフでは万円以下を四捨五入にしています。

の
開
園
、福
祉
医
療（
子
ど
も
医
療

分
）の
対
象
者
拡
大
、福
祉
的
な
視

点
か
ら
様
々
な
ケ
ー
ス
を
分
析
し

対
応
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
な
ど
、こ
れ
ま
で
力
を
注
い
で

き
た
福
祉・教
育
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、日
野
の

魅
力
を
町
内
外
へ
発
信
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、魅
力
を
活
か
し
た

移
住・定
住
促
進
な
ど
の
事
業
と
合

わ
せ
、地
域
経
済
発
展
の
た
め
、体

験
型
観
光
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
、商
業
活
性
化
補
助
、日
野
菜
等

の
特
産
農
産
物
振
興
に
取
り
組
み
ま

す
。さ
ら
に
、道
路
の
新
設
改
良
、橋

梁
の
修
繕
な
ど
の
生
活
基
盤
整
備
や

防
災
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、備

蓄
倉
庫
や
水
防
倉
庫
を
併
設
し
た

役
場
庁
舎
別
館
の
改
修
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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